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同一家系に現われた瞼裂狭小と虹彩異色

　金沢大学医学部放射線医学教室（主任雫松教授）

專攻生　清　　水　　貞　　子
　　　　　　　（昭和31年2月20目受附）
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緒

　先天性瞼裂狭小は，本邦では，臨床的に遭遇

する頻度の多い割にその報告例は少ないようで

ある．

　先天性虹彩異色については，西洋では，La－

wrence（1853），　Hutchh150n（1867），本i邦では，

宮内（1901）の報告に始まり，比較的多くの報告

言

がなされている．

　私は，：最近，同一家系において先天性瞼裂狭

小と先天性虹彩異色の両症，叉はそのいずれか

一方の認められる患者が現われたのを経験した

のでここに追加報告する．

症

　家族歴（第1図参照）

　症例1（62歳，女）を中心として述べれば，父母は

非血族結婚でいずれも眼疾はなかったが，母系の租父

と母には若年より白髪が多く認められた由，同胞は患

者を加えて4入（男2，女2）で，患者を除けばいず

第

例

泊も眼に異常なく，特に白髪も多く認めら淑なかった

とのことである．

　患者も非血族結婚で，4子（男2，女2）を有し，

その次男（症例∬）に先天性瞼裂狡小と先天性片側虹

彩異色とを認め，その上若年より白髪が多く見られ
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た．而して，他の3子は健常であるという．

　次男も非血族結婚でこオ1に2子（男2）があり，そ

のいずカにも先天性瞼裂狭小が認めらオ1た．

　健常に見える長女も非血族結婚を行い，1子（男）

を有し，これが先天性聾唖を俘う両側性虹彩異色の患

者であるとのことであった

　症例　1

　62歳の女，初診は昭和30年10月18日で，トラコーマ

治療の目的で輪島病院を訪れた．

　診断：両眼先天性瞼裂狡小

　　　　　搬痕性トラコーマ

　現症：　全身所見として体格は小さく皮下脂肪は発

第 2

達せず，頭髪の全部，二毛，眉毛の大部分は白色であ

る．叉顔は細面で鼻梁は高い．聴力その他全身に異常

は認められない．眼所見としては，視力，

　　　　右眼：1・0（眼鏡不応）

ノ　　　左眼：1・0（眼鏡不応）

眼識正常，眼球運動に異常なく，両眼瞼結膜に軽度

のトラコーマ性搬挺を認める．瞼裂（両眼共に水牢径

22mm，高径7・Omm）は三三で内眼角間距離（50mm）

は広い（第2図参照）．角膜，虹彩，中間透光体及び眼

底に変化を認めない．叉，硯野，色覚，光神共に正常

である．

図

症 例
両内競角間距離
　　（mm）

瞼裂水明径
　　（mm）

瞼　裂　高　径
　　（mm）

1 50． 22， 7．0

∬ 45． 25． 8．0

標　　準♀
（畑島氏による）δ

34．40

35．85

27．40

27．91

8．44

8．80

　症例　∬

　31歳の男ぐ症例1の次男），初診は症例1に同じく，

これもトラコーマ治療のために輪島病院を訪れたので

ある．

　診断：両眼先天性戸戸狭小

　　　　左眼先天性虹彩異色

　　　　両眼搬辰性トラコーマ

　　　　両眼近覗

　現症：全身所見としては，体格小で編幹，四肢の

皮下脂肪は発達悪く，叉年齢に比し白髪が多く詔めら

れ，容貌は症例1によく似て鼻梁高く，聴力その他全

身に異常は見られない．眼所見としては，

　右覗力＝0・3（1・2×一1・5D）

　左覗力＝0．3（1．2×一1．5Dゲ

瞼：裂は狡小（両側共に水牢径25mm，高径8．Omm）

で，内隠面面出離（45mm）は広い（第2図参照）．虚

位は正常で，眼球運動は異常なく，覗野，色覚，光神

門にi変化を認めない．叉，両眼瞼結膜に軽度のトラコ

ーマ性癒痕が見られる他，角膜に異常は認めら酒な

い．而して，右眼虹彩は通常日本：人に見られる褐色で

あるが，左眼虹彩は一見帯緑灰白色を呈し，精査する

と，瞳孔色素縁は右眼のそれと同檬の色彩であるが，

他の部分は虹彩の紋理に沿うて恰も白い絹糸を張った

ような外観を呈し，絃理の間から極めて小さい点朕の

禍色の部分が見られる．瞳孔は左右同大，正円で径

4・Omm，対光反応は左眼の方が右眼より少し鋲敏であ

り，且つ左眼に蓋明を訴えた．虹彩捲縮輪の位置及び

色素縁の幅は正常で，いずれも同心性に瞳孔をとりか

こみ，叉虹彩紋理は明らかである．なお申間透光体及

び眼底には変化は認められなかった．

考

　先天性瞼裂狭小は，著明な優性遺伝を示すも

めで，3～5世代に亘って現われた報告もあ

り，私の場合も3世代に及んで癸現している．

河本は，本症と同時に鼻梁が低くて内眼角間距

按

離の広いことが多いと述べ，吉田は，小眼球症

には必癸的に本症が伴われるといい，叉：Blas－

koviCSは，内眼角贅皮が屡々本症に合併するこ

とを，更に，Berkeは，本症を件う眼瞼下垂は
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先天性眼瞼下垂症の約30％に見られることを報

告したが，本心では，鼻梁は高く，叉以上のよ

うな合併症も認められなかった．郭内眼角間距

離は広かった．而して，症例1の両側性虹彩異

色の認められるという孫については，これを直

接観察することが出来なかったので，その瞼裂

の歌心は不明である．

　先天性虹彩異色の頻度については，甲野は

0．096％，岡本は0．32％，湖崎は0．47％，林は

523酒中20例であったと報告した．

　一般に，虹彩は，同一個人では左右略く同じ

色彩であるのが常であるが，ときには一眼が常

人の如く褐色叉は黒褐色であるが，他眼の虹彩

全部叉はその一部がこれと全く異る色彩を呈す

る場合がある．叉その出現も一・眼に限られずに

両眼において全く異る色彩の相隣ることがあ

る．これを虹彩異色という．

　日本人虹彩の異常色として挙げられるものに

は，碧色，帯亡友白色，友白色，白色，友黄色，

緑黄色，，帯遜色，線褐色，青色，帯緑友白色，

…幣黄暗緑色等があり，その中では，帯緑友白色

が最も多いとされている．本例では帯心友白色

であった．

　須沢は，虹彩異色を分類して

　1）全体的に左右虹彩色調を異にするもの

　　1）一眼虹彩尋常色調，他眼虹彩全体濃色

　　　　異色（a）

　　2）一一眼尋常色調，他面全体淡色異色（b）

　皿）同一眼において部分的に虹彩色調を異に

　　　するもの

　　1）一側性の場合において

　　　イ）一眼尋常，血眼濃色一部異色（c）

　　　ロ）一眼尋常，他眼淡色一部異色（d）

　　2）両側性の場合において

　　　イ）非対称性濃色異色混入（e）

　　　ロ）非対称性淡色異色混入（f）

　　　ハ）対称性濃色異色混入（g）

　　　二）対称性淡色異色混入（h）

　皿）左右色彩を異にし，更に，部分的に異色

　　　混入するもの（i）

とし従来の報告例をこの分類により区別する

と，bとhが最：も多く，d，　fこれに次ぎ，　e，　g

は零である．なお，同一限において部分的に異

色を呈するもの（iを除く）即ち，6，d，e，f，9，

h等は虹彩異色に加えられてはいるが多少異っ

たものと考えられると述べ，中村，河本の説も

同職である．　　　　　　　　　　　　　’

　本命は，bに属するものである．

　HutchinsOn等は，本症に白内障，毛払体炎

の言う場合もあることを注意した．叉，今井は

時として色素の少ない方の眼に潜行性虹彩毛様

体炎，白内障の合併するもの（Heterochromia

mit　Cyclitis　und『Katarakt）があり，なお虹彩の

着色が他心に比してより淡い側に，ホルネル三

症候群の形で交感祠軽麻痺叉は不全麻痺の存在

する（Sympathicusheterochl　omie）ものを証明す

ることもあると述べた．

　Mayon（1910），13istis（1912，1913）等も本

症が交感血脈機能異常と関係あることを示し

た．

　先天性で全く合併症のないものをHetero－

chτOmia　simPlexといい，これに反一し上述の如

く毛様体炎，白内障を合併し色彩の淡い方が患

眼であるHeterochromia　mit　CycUtis　und　Kata－

rakt並びにSymレathicusheterochromieと色彩

の濃い方が点眼である（色素含有量異常に顯多

なる）もの等を一括してHetcrochromla　comP1㌔

cataという．本邦では，前者が多く見られ，西

洋では，後者が多いといわれている．本症には

随劇症としで先天性：聾唖叉は先天性難聴がとき

に見られるとされているが，本邦では，『長崎，

鎌田，その他数氏の報告があり，西洋では，

Abersdolf（1904）の詞寄，　Lauber（190㊦の聾

献血の報告がある．河本は，両眼性叉は両眼性

の傾向ある虹彩異色は必発的に先天性聾唖叉は

難聴を合併することを注意したが，私の場合に

おいても片側性である症例皿には聴力異常がな

くて，両側性である症例皿の甥に先天性聾唖が

認められた．虹彩異色の成因に関しては従来種

々の説が唱えられているが要するに
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　1）先天性奇形説（不全白見）

　2）炎：一読（胎生時毛様体炎叉は生後毛様体

炎）

　3）交感紳経機能異常に因するという読

の3種に帰する．

　甲野，湖崎，都築，山本は，本症を，全く先

天性奇形と認むべき例として報告し，私の場合

においても続発的に本症を招来するような疾患

を認めず，叉交感祠経の機能異特殊に麻痺症状

も証明出来ず，叉，同一・家系に2例も発現を見

たこと等により，明らかに遺伝による先天性奇

形でHeterochromia　simPlexに属するものと考

えられる，

　遺伝性に現われた本症には，甲野，湖崎，趙，

都築，河本，前田，熊本，岡本，清水等の報告

がある．

　しかし，その遺伝形式については今日なお明

らかにされていない．Strei任（1919，1932），

1」ulz（1968，1921），　Kranz（1925）等は、，　Hetero－

chrolnia　simplex　に　rnosaikvererbuDg　説を唱え

たが，庄司は，定形的のモザイクではなくて恐

らくは多因子性の原因によるもので，不規則な

優性遺伝をするものらしいと述べ，青柳は，こ

のような遺伝形式をとった症例を報告した．

　本家系における虹彩異色の遺伝形式は，本症

例のみによってはこれを決定することは出来な

いが，本症の成因に先天性奇形説（不全白見）

をとるとすれば，症例1及びその母並びに症例

皿が若年より白髪が異常に多かったことと，症

例1の長女の子供に本症が出現したこと等によ

り，その遺伝形質は母系より伝えられたものと

推察することが出来る．

　’吉田は，眼に洗天性変化のある時は他にも異

常形を件う場合め多いことを統計を以て示すと

共に，ScharTer（1936）の読に従えば眼は発生学

的に聞脳の突起と考えられるから，眼に働く変

化は，叉，同時に他にも影響を及ぼすであろう

し，殊に聞脳発育中枢の障害があれば身体の発

育が抑制されて倭躯が来されるであろうと述べ

た．本例においても瞼裂狡小と虹彩異色とはそ

の発生機序になんらかの関係を持つものと推察

され，叉，症例工，∬共に体格の小さかったこ

とも，上述の如く闇汁障害によるものではない

かと考えられる．

結

　同一家系に，先天性の，瞼裂狭小と虹彩異色

との両膝叉はそのいずれか一方の認められた症

例を経験した．而して，本家系では河本の読の

如く，虹彩異色の片側性のものには聴力異常を

件わずして，両側性のものに先天性聾唖が随件

されていた．

　叉，症例1，∬共に体格が小であったことは

間脳発育中枢の障害によるものではないかと考

えられる．

　論

　なお，一例の虹彩異色は，Heterochromla

simPlexに属し，その成因は先天性奇形と推察

される．

　而して，本剤の瞼裂狭小には優性遺伝が認め

られたが，虹彩異色の遺伝形式は不明であっ

た．

　稿を終るに当り，干松敢授・聡知教授亜びに宮村講

師の御校閲に対し厚く御軋を申上げます・
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